
ＡＩオンデマンド交通実証運行
乗車体験会

杉 並 区

令和6年12月19日、20日
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持続可能な交通体系の確保・移動需要の創出・移動の高付加価値化

実証運行の目的①
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誰にとっても移動しやすい

地域交通環境の整備

→ デジタル化 交通事故ゼロ 脱炭素 等

グリーンスローモビリティ
MaaS 自動運転

ＡＩオンデマンド交通 等

→ 外出の促進 移動の活性化
公共交通の利用促進

杉並区総合計画・実行計画で位置づけ

実証運行の目的②
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「誰もが生活圏で移動しやすい仕組み」を
みんなで考え、みんなが支える

計画の基本方針

区の公共交通に求められる役割

区民一人ひとりの移動を
生涯にわたって支え、
移動の自由を確保する

杉並区地域公共交通計画での位置づけ

実証運行の目的③
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令和５(２０２３)～
令和８(２０２６)年度

年度 ５
年度

６
年度

７
年度

８
年度

検討
（実証運行など）

実施期間

公共交通不便地域を対象に、
「新たな乗合交通」を検討。

交通不便地域を対象にデマンド交通を検討

実証運行の目的④
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評価指標 ① ② ③ ④ ⑤-1 ⑤-2

着眼点①
地域特性

交通結節点への
アクセス

①最寄りバス停 ２ １ ２ １

②最寄り鉄道駅 ２ １ ２ １

周辺施設への
アクセス

①高齢者関連施設 ２ １ １ １

②子育て世代関連
施設

２ １

③障がい者関連施
設

２ ２ ２ ２

狭あい道路の割合 １ ２ ２ ２

高低差 １ １ ２ １

着眼点①評価 ５ ９ １ ５ １２ ８

着眼点②
潜在需要となる
対象者数

対象者数
①高齢者人口 ２ ２ ２ ２

②子育て世帯数 ２ ２ ２

着眼点②評価 ０ ４ ２ ４ ４ ０

着眼点③
移動実態

外出率・
トリップ数

①高齢者 ２ ２

②子育て世帯 ２ ２ ２ ２

③障がい者 ２ ２ ２

対象地域の移動実態 ２ ２ ２

着眼点③評価 ２ ６ ４ ４ ４ ４

総合評価（優先実施地域） ７ １９ ７ １３ ２０ １２

交通不便地域から堀ノ内・松ノ木地区を選定

実証運行の目的⑤
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公共交通の
データ利用

統合型アプリ
の利用

政策への
展開

段階① データ整備・提供 段階② データ共有 段階③ データ利活用

移動の
選択肢拡大・効率化

移動需要の喚起
移動の先にある

新たな需要の創出

観光
医療
福祉

教育

移動の高付加価値化

デマンド

杉並区産MaaS

（Mobility as a Service）

既存交通の利用促進・区民の外出促進につなげる

実証運行の目的⑥

7



株式会社未来シェアwebサイトより

路線バス デマンド交通 タクシー

予約 不要 必要 状況に応じて必要

乗車形態 乗合 乗合 個別

経路・時間 固定 変動 自由

乗降場所 停留所のみ きめ細かい乗降拠点 自由

運賃 安 中 高
日本経済新聞記事より
杉並区作成

ＡＩ活用により

リアルタイムに

最適配車を

行うシステム

ＡＩオンデマンド交通とは①

8



定時定路線型（路線バスなど） デマンド型（仮想バス停あり）

世田谷区
ウェブサイトより

仮想バス停（ミーティングポイント）の例 当初はタクシー車両を使用

ココに表示

ＡＩオンデマンド交通とは②
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①路面に貼るパターン ②敷地の壁等を活用するパターン



ＡＩオンデマンド交通とは③

車両のデザイン
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側面にマグネットで表示



事業主体 杉並区

運行事業者 区内に営業所を持つタクシー事業者

運行時間 ９：００～１７：００

運行地域 堀ノ内・松ノ木地区

期間 令和７年１月～令和７年１２月

運賃
現金・３００円（未就学児無料）

クレジットカードによる事前決済機能などを検討中

運行台数
１台（JAPAN TAXI（乗車定員４名※））※車椅子乗車の場合は２人まで

２台での運行も検討中

利用方法
即時予約 及び 前日予約

・スマートフォンアプリ（２４時間受付）
・電話（９:００～１７:００受付※）※ご連絡には通話料がかかります

乗降場所
別紙「ミーティングポイント図」参照

各ミーティングポイント間では、途中の乗車も降車もできません

運行計画運行計画
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これまで 検討部会の開催、警察との協議、区民説明、アンケートの実施 等

１２月１９日・２０日 地域住民向け乗車体験会（本日）

令和７年１月８日

実証運行開始
→定期的な検証と改善
２年目以降の取組についても検討

令和７年１２月２６日 １年目の実証運行終了

実施スケジュール
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